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ネット通販購入による、有名ブランド模倣品に関する相談が全国的に増えています。

海外の販売サイトが日本の消費者向けに日本語で表示し、真正品（本物）を値引きして

いるかのように販売しています。しかしこれらのほとんどは有名ブランドの模倣品であ

り、商品代金を支払った後に連絡が取れなくなったり、返金ができなくなったりします。ま

た、消費者が模倣品と知らなかった場合でも、模倣品を購入することになりますので、商

標権侵害に問われる可能性があります。 

模倣品を販売するサイトを見抜くポイントは、①連絡手段がEメールのみ（電話番号が

ある場合は連絡可能か確認して下さい）、②正規販売店の価格よりも極端に安い、③日

本語表記に不自然な個所がある、などが挙げられます。詳細は以下の消費者庁のサイ

トで確認できます。 

http://www.caa.go.jp/adjustments/pdf/130205adjustments_3.pdf 


